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Carumonamを 急性 単純性 腎孟 腎炎4例,複 雑性尿 路感 染症11例 に投 与 し,そ の効果 を

検 討 した。UTI薬 効評価 基準 に よ る総合 有効 率 は,急 性 単純 性 腎孟 腎炎 では評価 可能症例

は1例 のみ で著効,複 雑 性尿路 感染 症 で は評価 可能10例 中8例 が著効 または有効 で,総 合

有 効 率80.0%で あ った。 自他 覚 的 副作 用 はな く,臨 床 検 査 値 につ い て は14例 中1例 に

GPT,ALPの 上昇,他 の1例 に血 清 カ リウム の上昇 を認 めた が,軽 度 かつ一 過性 の もので

あ った。

は じ め に

Carumonam(CRMN,AMA-1080)は 新 し く開発 さ

れ た β-ラ クタ ム系 抗生 物 質 で あ り,Fig-1に 示 す化 学 構

造 を 有 す る モ ノ バ ク タ ム で あ るb。 本 剤 の 特 徴 は,

勘udOmmsam卿osaを 含 む グ ラ ム陰 性 菌 に強 い抗

菌 力 を もち,ま た各 種 β-ラ ク タマ ー ゼに た い し きわ めて

安定 な こ とで あ る。 反 面,グ ラム 陽性 菌 お よ び嫌気 性 菌

に対 す る抗 菌力 は弱 く,き わ め て特徴 的 な抗 菌 スペ ク ト

ル を有 して い る。 本剤 は腎 に よ く移行 し,大 部 分 は未 変

化体 の ま ま尿 中 に排 泄 され,そ の 血 中 半 減 期 は1.32～

1.53時 間 で あ る。

Fig. 1 Chemical structure of carumonam

Disodium(+)-(Z)-CC[1-(2-amino-4-thiazoly1)-2- 11(2S, 3S )-2
-(carbamoyloxymethyl)-4-oxo-1-sul fonato-3-azetidinyl] amino]
-2-oxoethylidene] amino]oxy] acetate

今 回われわれは,CRMNを 臨床的に投与す る機会 を

得,急 性単純性腎孟腎炎お よび複雑性尿路 感染症 に使用

し,そ の安全性 と有効性について検 討 したので報告す る。

検 討 方 法

1)対 象

浜 松 医科大 学泌 尿器科 お よび その関連施設 に入院

中 の患者 で,急 性単 純性 腎孟 腎炎4例,お よび尿路

に基 礎疾 患 を もつ複 雑性 尿路感 染症11例 の計15例

につい て検 討 を行 った。

急性単純 性 腎孟 腎炎 の4例 は全例女性 で,年 齢は

16歳 か ら55歳 までで あ った。複 雑性尿路感染症11

例 につ いて は,性 別 は男5例,女6例,年 齢 は24歳

か ら88歳 までで,尿 路感 染症 の内訳 は,腎 孟腎炎7

例,膀 胱 炎4例 で あ る。 基礎疾 患 は,尿 路結石6例,

前立 腺肥大 症3例,腎 腫 瘍1例,神 経因性膀胱1例

で あ る。 な お,投 与 前 にお ける本剤 の皮 内反応テス

トで は全例 陰性 で あ った。

2>投 与 方法

投与 方法 は,CRMNを1回1～29,1日1～2回

点 滴静 注 し,5日 間投 与 を原則 とした。本臨床効果に

影 響 す る と考 え られ る他 の抗生剤,抗 炎症剤,鎮痛 ・

解 熱剤,γ 一グ ロブ リン製 剤 な どは併 用 しなかった。

3)効 果 判定

臨床 判定 は,UTI薬 効評 価基 準(第2版)島3)お よ

び その追加 暫 定案4)に 準 じて判 定 した。 また主治医

判 定 は,膿 尿,細 菌尿,発 熱,排 尿痛 な どの自他覚

的臨床 症状 を勘 案 し,著 効,有 効,や や有効,お よ

び無効 の4段 階 に分類 した。 なお,副 作用 の検討は

全15例 につい て行 った。
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Table 1 Clinical summary of uncomplicated UTI cases treated with carumonam

A. U. P.: Acute uncomplicated pyelonephritis

Table 2 Clinical summary of complicated UTI cases treated with carumonam

* Before treatment

After treatment

** UTI: Criteria by the committee of UTI

Dr.: Dr's evaluation

C. C. C.: Chronic complicated cystitis

C. C. P.: Chronic complicated pyelonephritis

B. P. H.: Benign prostatic hypertrophy
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Table 3 Overall clinical efficacy of carumonam in

complicated UTI

Table 4 Overall clinical efficacy of carumonam classified by the type of infection

Table 5 Bacteriological response to carumonam in

complicated UTI
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Tabl 6 Strains appearing after carumonam

treatment in complicated UTI

成 績

1)急 性単純 性 腎孟 腎炎

急性単純性 腎孟 腎炎4例 の一 覧 をTable1に 示 す。

この うちCase1で の みUTI薬 効評 価基 準 に よ る判

定が可能で著効 で あ った。 主治 医判 定 では著効1例,

有効2例,無 効1例 で,有 効 以上 は4例 中3例(75

%)で あ った。な お無効 の1例 は治療 前 ・後 とも尿 中

か らS妙hylococcus epidemidな が分 離 され て いた。

2)複 雑性尿路 感染 症

複雑性尿 路 感染 症11例 の症 例 一 覧 をTable2に

示す。UTI薬 効評 価基 準 の患者 条件 を満 た した の は

10例 であ った。これ らの総 合 臨床効 果 をTable3に

示す。細 菌 尿 に対 す る 効 果 は,陰 性 化7例(70.0

%),菌 交代2例(20.0%),不 変1例(10.0%)で

あ った。膿 尿 に対 す る効 果 は,正 常 化1例(10.0

%),改 善5例(50.0%),不 変4例(40.0%)で,

正常化 と改 善 を合 わ せ た 改善 率 は60.0%で あ っ た。

膿尿,細 菌尿 を指 標 と した総 合 臨床 効果 は,著 効1

例,有 効7例,無 効2例 で,著 効 と有 効 を合 わせ た

有効率は80.0%で あ った。

UTI薬 効評価 基準 に従 い分 類 した,病 態群 別 の臨

床効果 をTable4に 示す 。単独 菌感 染群8例 の有効

率は87.5%で あ るの に対 し,複 数 菌感 染群2例 で は

50.0%で あった。

次 に細 菌学 的効果 につい てみ る と,Table5の ご

とく,14株 の細 菌 が治療 前 に分離 され,2株 は グラ

ム陽性菌,他 は グラム陰 性菌 で あ った。 この うち,

菌の存続 が見 られ たの は,Entmcoccusfaecahsの

1株 のみで あ り,全 体 の除菌 率 は93%で あ った。

投与後 出現 菌 はTable6の ご と く5株 見 られ,う

ち3株 はE.faecal誌,S .epidemidisの グ ラム陽性

菌で,Yeastが2株 見 られた。

主 治 医 判 定 で は,11例 中,著 効2例,有 効7例,や
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や有効2例 で,有 効以 上 は9例(81.8%)で あ った。

副 作 用

CRMNは15例 に投与 され たが,自 他覚 的副 作用

は1例 も見 られ な か った。本 剤投 与前 後 の臨床 検査

値の変動 は2例 に見 られ た(Table7,8)。 す なわ ち

複雑性尿路 感 染症 のCase5でGPTお よ びALPの

軽度 の上昇 を見 た が,本 剤投 与 中止後 正常 に復 した。

また同 じ くCase11で は血 清 カ リウムの軽 度上 昇 が

観察 されたが 一過性 で あ った。

考 察

CRMNは グ ラム陰性 菌 に強 い抗 菌 力 を示 すが,

グラム陽性菌 に対 す る抗 菌 力 は弱 く,こ の ため,対

象 とす る感染症 の起 炎 菌が グ ラム陰性 菌 で あ る こと

を確認 して か ら用 い る必 要 が あ り,か つグ ラム陰性

菌に よる感染症 で あ って も,グ ラム陽性 菌へ の菌 交

代現象が出現 しや す い こ とに留 意 しな くて はな らな

い。今回の我 々の検 討 で は,複 雑性 尿路 感染 症 に対

するUTI判 定 で総合 有 効 率80.0%と 良好 な もの で

あった が,こ れ は起 炎菌14菌 株 中 グ ラム陰 性 菌 が

12株 と多数 を 占 めて い た こ とが 要 因 と して あげ ら

れ,UTI薬 効評 価 基 準 で無 効 と判 定 され た2症 例

は,本 剤投与 後 グ ラム陽性 菌が存 続 または交 代菌 と

して見 られ た こ とか ら も投 与対 象 の適切 な選 択が 重

要 で あ る と考 え られた。

本 剤 の持 つ,グ ラ ム陰 性 菌 に対 す る強 い抗 菌力 は

十 分評価 され るべ きで あ り,我 々の検 討 で も,投 与

前 に見 られ た12株 の グ ラム陰性 菌 は全株 消失 と,良

好 な成績 をお さめ てお り,本 剤 の投与 対 象お よび投

与 方法 に十 分 な考慮 が は らわれ れ ば,本 剤 の 有用性

は きわ め て高 い もので あ る と考 え られた。

本 剤 の安 全性 に つい ては,今 回投 与 を行 った15症

例 に つい て 自他 覚 的 副作 用 は1例 も見 られ ず,1例

にGPT,ALP値 の変 動が 見 られ たが,本 剤投 与終

了後 正常 化 し,他 の1例 の血 清 カ リウム値 の変 動 も

軽度 で あ った。

以 上,急 性 単純 性 腎孟 腎炎 な らび に複 雑性 尿路 感

染症 にCRMNを 使 用 した結 果,本 剤 の有効 性,安 全

性 が 確認 され,泌 尿器 科領 域 にお いて 有用 な抗生 物

質 であ る と考 え られ た。
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CARUMONAM IN THE UROLOGICAL FIELD
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The clinical effect of carumonam, a newly developed monobactam antibiotic, was studied in 4
patients with acute uncomplicated pyelonephritis and in 11 patients with complicated urinary tract
infections.

Carumonam was administered by i.v. drip infusion at a dose of 1-2 g once or twice daily . One
patient with acute uncomplicated pyelonephritis and 10 patients with complicated urinary tract infection
were evaluated by the criteria of the Japanese UTI Comittee. The clinical effect of carumonam on
one patient with acute uncomplicated pyelonephritis was excellent. On patients with complicated
urinary tract infection, clinical effects were excellent in one case, moderate in 7 and poor in 2 cases,
and the overall clinical efficacy rate was 80.0%.

During the treatment, transient elevation of GPT and ALP was observed in one patient and slight
elavation of serum K in another.


